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★直方市立図書館 ミニ新聞★ 

2023年 4月号 VOL.226 

1（土）14時～ おはなし会（やまびこ会） 

11（火）11時～ 乳幼児向けおはなし会（麦のこ） 

15（土）11時～ おはなし会（まほうの箱） 

16（日）10時～ おもちゃ病院 〈受付 13時まで〉 

10時～ 春のわくわく♪としょかん教室  

（＊事前申込制） 

21（金）10時 15分～ 大人の朗読講座 （＊事前申込制） 

22（土）11時～ おはなし会（赤ずきん） 

23（日）11時～ おはなし会（図書館職員） 

9（火）11時～ 乳幼児向けおはなし会（麦のこ） 

 

14（日）10時～ おもちゃ病院〈受付 13時まで〉 

11時～ おはなし会（まほうの箱） 

14時～ おはなし会（ごくらくとんぼ） 

19（金）10時 15分～ 大人の朗読講座 （＊事前申込制） 

20（土）11時～ おはなし会（赤ずきん） 

14時～ 土曜シアター 『新感染』（118分） 

21（日）14時～ おはなし会（れろの会） 

28（日）11時～ おはなし会（図書館職員） 

4月

一般：戦乱の世から江戸時代へ 

児童：地球
ほ し

をこえて 

…5 30 火 まで 

 

そっとおとどけ 

※イベントは変更・中止になることがあります。 

 

キッズフェスティバル 

        

大人も子どもも楽しめる、 

わくわくイベントを予定してい 

ます♪内容は、古本市やおも 

ちゃ病院、点字体験、工作 

ワークショップ、おはなし会 

です。 

初夏の一日、家族そろっ 

てお出かけください。 

5月

入場無料 

展示案内  

直方市山部 301-11 

☎ 0949-25-2240 

Facebook 図書館 HP    

太字は１７時閉館、 はお休み 
○は行事のある日です 

 

キッズフェスティバル★としょかん 

受付期間：～4 9 日  

受付ける本：小説、実用書、児童書 

受付けできない本：全集、百科事典、雑誌、 

マンガ、汚れている本 

 

火～土 10:00～19:00 

日・祝  10:00～17:00 

古本市出品の本受付  
 

10時 16時
 5 14 日  

ユメニティのおがた 

★としょかん 

４月から新しい雑誌が入ります！ 

4月号から 

･「ハルメク」（女性のための生活実用情報誌） 

･「Wan(ワン)」（ペットライフ応援雑誌） 

春号から 

･「NHKあさイチ」（くらしに役立つ情報誌） 

･「ことりっぷマガジン」（旅行雑誌） 

 

 

ユメニティ小ホール 図書館前ロビー 筑豊文庫資料室 

その他：図書館おはなしコーナー 

ユメニティ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月、司書がひとつのテーマにそって本を紹介します。※【   】は司書のペンネームです。 

 「Fができない」  升井 順子∥著  Y Fマ 

中学の波に乗れず、ごぼごぼとおぼれそうになっていた『ぼく』は、大学進学で家を出る兄から「Fができるように 

なったら教えてやるよ」と渡されたギターの練習を始める。新しい学校とクラスは与えられるもの、でも友達はそうじゃな

くやっかいなものでー。春、新しい場所に飛び込むドキドキと、新しい出会いに希望が持てるようなあたたかい１冊で

す。【アキ】 

 

「はるかぜのたいこ」  安房 直子∥作  Ｅ913 ア 

日本には四季がありますが、みなさんは季節の移り変わりをどんなところで感じるでしょうか。たとえば、夏は陽ざし

のまぶしさを感じる「目」。秋は、涼しい風が運んでくる匂いに気づく「鼻」。冬は、ヒリヒリと寒さがしみこんでくる「皮

膚」。では、春は？ 春を感じるのは「耳」なんです。春は、たいこの音に乗ってやってくる。そして、そのたいこをたたいて

いるのは…、どうぞ、この絵本をひらいてください。【キャラメル】 
 

「なくなりそうな世界のことば」  吉岡 乾∥著  802 ヨ 

世界の 50 の少数言語の中から、それぞれの言語の専門家が思い思いの視点で選びとったことばが、すてきなイラ

ストとともに紹介されています。“もう帰れない場所に帰りたいと思う気持ち”“一過性の妖精の大群”など、不思議で

おもしろく、時にドキッとするようなことばもあり、その豊かさにおどろかされます。 

あたたかい春の日、ページをめくりながら、ことばの世界を楽しんでみませんか？【majakka】 

 

  「女たちのポリティクス 台頭する世界の女性政治家たち」   

南欧に春を告げる黄色い花、ミモザ。３月８日の「国際女性デー」のシンボルとして親しまれています。 

この本は、英国在住のライターが、世界で活躍する女性政治家について雑誌に寄稿した文章をまとめたもの

です。男性中心の政治の世界で、女性政治家がどのように闘ってきたのか。政治家を志す女性を増やすには何

が必要か。複雑な政治やジェンダーの問題を、分かりやすい言葉で解説してくれます。【tm】 

  ブレイディみかこ∥著  312.8 フ 

「桜の下で待っている」  彩瀬 まる∥著  F ア 

転職し、新幹線の車内販売員となったさくら。幼い頃から引っ越しを繰り返し、愛着のある土地をもたないさくらは、

故郷の家族のもとへ帰る多くの帰省客に対して、複雑な感情を抱えていた。春、桜前線が北上する時期に、新幹線で

北に向かう５人それぞれの物語が収められた短編集。故郷や家族について揺れる想いが、繊細な筆致で描かれてい

ます。【ペコ】 
 

「イーストンと春の風」  巣山 ひろみ∥文  K 913 ア 

イーストンは森のパン屋さん。冬が終わりに近づいたある朝、相棒の火の精アチネの元気がなくなってしまいました。

原因は春のおとずれを知らせる風、春一番のいたずら。アチネは元気を取り戻して、イーストンはおいしいパンを焼くこと

ができるようになるでしょうか？イーストンの仲間を思いやる優しさに心打たれるお話です。実際にパン屋さんで働く作

者が、本文中のパンのレシピも紹介しています。【スタ子】 


